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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 診療情報管理委員会より、アンケートの御協力有難うございました。なお、まだ提出済んでいない方は早急に提出お願い致します。

· カルテの綴じ方を指導してきますので監査時慌てない様、日頃から気をつけてカルテ記入、チェックをしていきましょう。

· ６/１４　１４：００頃　南　市三郎様介護認定調査があります。

· ６/１３　木村　はるの様退院療養検討会議行ないます。

· 千葉　良Drより、上野　眞二様の食事摂取の量が減ってきており、褥瘡も出来ている為摂取カロリーの計算をしていくこととしています。栄養課へ連絡していますので忘れず各勤務帯でチェックしていきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価検討＞

· 相内　ノブ様

以前の看護計画として食事摂取量が少ないとありましたが、現在食事取れてきている為、解決としています。また今後転倒の予測がたつ患者様であり、他患者様へ近づいては奇声を発することがある為、新たに看護計画をたてています。、

♯１．他患者様とトラブルになりやすい　　

1 他患者様へ近づいた際には、観察し必要時、介入する。

2 訴えに対し、傾聴する。

3 スタッフから声かけをする。（各勤務帯、最低１回は）

♯２．歩行不安定

1 歩行時フラツキがある場合は見守りをし、付き添う。

2 環境整備

· 上野　眞二様

食事摂取量が減少してきており、褥瘡発症している為看護計画を変更しています。褥瘡予防に心がけ、ADLの低下を防いでいきましょう。

♯１．食事の拒否がある。

P1-２/３以上食事摂取が出来るようになる。

1 食事量と状態観察

2 拒否された場合は理由を尋ねる。

3 時間を置いて促す。

4 摂取出来ない場合は、補食を取り入れる。

5 各勤務帯で、カロリー確認をし記録する。（準夜帯でトータルカロリーを記録）

　♯２．筋力の低下

P2-ADL現状維持

1 症状の観察

2 出来るだけ自分で出来るよう声掛けし出来ない部分のみ介助する。

3 トイレ誘導時自力で立つ様促し、見守る。

各勤務帯で観察して行きましょう。

